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期間は 22±10 日と後者が約 2.8 倍長い状況であった．また当センター内の他科から紹介され
た例と他の医療施設から紹介された例では治療終了から連携完了までの期間に差が生じてお
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されているが, 当科での治療後に在宅で終末期を過ごした患者の割合は約 6%(31 名)と低く，
在宅死の割合は 2％強(11 名)と低かった．在宅医療に移行したケースの殆どにソーシャルワー
カーが介入しており，低い在宅移行率の改善にはソーシャルワーカーの活躍が期待される． 
【結論】埼玉医科大学国際医療センター腫瘍内科の地域連携において，治療終了から連携完
了までの期間が長く，施設間のばらつきが大きいことが明らかとなった．連携期間を短縮に
は，緩和医療に携わる医師の増員，特殊性を要するがん腫の治療が可能な医師の育成と臓器
横断的診療が重要であること，および著しく低い在宅医療への移行率の改善にはソーシャル
ワーカーの関わりが重要であることを明らかにした． 
 
 
 
 
